
 

 

 

令和６年度 南区地域福祉アクションプラン地区別計画進捗確認一覧 

資料２ 



・「新飯田巡回茶の間」で参加を促す
　ポイント制を取り入れる
・敬老祝いの訪問事業や地区社協の訪
　問活動を継続、顔の見える関係づく
　りを行う

・ボランティアグループふぉうはあと
　の活動「夢みる遊び場」での子ども
　の居場所づくりを通し、食材提供や
　寄付などの多様な参加の形をつくる

・7/7防災訓練では車いすやシルバー
  カーの利用者の参加もあり避難に不
  自由な方の支援を考えた
・要支援者名簿の対象者を自治会や班
  の単位で共有の場を作る検討をする

・自治会長の集まる機会などにアクシ
　ョンプランや支え合いの説明を検討
　する
・LINEを活用した行事の発信や、行政
　のXの活用依頼なども検討する

・各地域の茶の間の参加者増
・下茨自治会見守りとゴミ出し支援継続
・外出支援の方法を検討する
・健康体操スポーツ推進員との協働
　グランドゴルフやボッチャ、リバイバ
　ルダンスの推進

・子どもたちに多様な体験の機会をつく
　る（ｻﾏｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、樽ばやし）
・白南中学生の地域課題解決を考える総
　合学習に協力していく
・地域活動で子どもが活躍できる場をつ
　くり自己肯定感を高める

・小学校と合同開催の防災訓練を実施
・避難行動要支援者の安否確認訓練を自
　治会防災マップと緊急連絡網を活用し
　て実施

・コミ協だよりでのアクションプランの
　活動情報発信

●取り組んでの課題
・「移動式茶の間」
　今後の継続的開催には「会場の
整備」「会場までの参加者の送
迎」の課題があり、継続検討する
ほか、地域でサポートしてくれる
人の確保、育成も課題

●次年度引継ぎ事項
・防災・減災活動　災害時の避難
で支援を必要とする要支援者の把
握や日頃から自治会といった身近
な範囲で意識し合える環境づくり
が課題となる
・各自治会にアクションプランや
支え合いの必要性を説明する機会
を設け連携する必要あり

●取り組んでの課題
・活動事業の次世代担い手不足
・災害時安否確認訓練は実施でき
たが内容を住民に理解してもらう
ために継続が必要

●次年度引継ぎ事項
・高齢者の新たな活動（グラウン
ドゴルフ等）を地域で応援できる
と良い
・次世代の担い手育成を今年度の
様な活動を継続することで取組み
続けていく
・地域みんなが考えるような防災
啓発を地震で意識が高いうちに実
施していく

笑顔いっぱ
い「おたが
いさまら
て」と心が
通い合う
新飯田

新飯田

子ども達を地域で育てる取組み

支え合いのしくみづくり

地域のPR

茨曽根

笑顔で支え
合う
桃の花咲く
茨曽根

防災・減災活動への取り組み

地域活動への住民の参加推進

支え合いのしくみづくり

情報発信

防災・減災の取組み
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支え合いのしくみづくり

・生活支援サービスの継続

・健康寿命延伸の取組み
各自治会１名選出の保健推進員主体で白根総合病院と
連携、文化祭などでの健康づくり講演を企画する

若い世代との交流推進

・地域活動に参加できる形で次世代の参
　加を推進

防災・減災活動への取組み

・防災訓練
災害時

・小学校との連携継続、防災計画を実施
・要支援者防災計画の推進

・自治会長と民生委員の意見交換会の継続
とさらなる推進

・生活支援サービスの登録会員が活躍でき
るような工夫をする

・「健康ますます元気になります隊」の講
座継続、次世代の参加を促す
・住民に身近な自治会組織への啓発継続
・障がい者の方への理解を広げる取り組み
の継続と工夫
現在行っているふれあい昼食会以外にもできることを
検討していく

・学童保育や小学校のボランティアの活動
などを継続していく

・防災訓練などの事業の継続
小学校の引き渡し訓練と同日開催とし、若い世代にも
考えてもらう
自治会によっては要支援者の安否確認訓練ができてい
るため、良い取り組みを地区内に広げていけるように
はたらきかけていく

・コミ協だよりの情報発信の工夫

・自治会長へのアクションプランの説明と
啓発の継続

●取り組んでの課題
・災害時の連絡体制について。平
日のセンター開館時のマニュアル
しかなかった。
・障がい施設と職員の異動等で交
流が途絶えてしまった。
「わからない」＝「怖い」に
なってしまう。

●次年度引継ぎ事項
・なじらね庄瀬の活動範囲とし
て、南区内に限定しているが、通
院の付き添いに限り、加茂市や田
上町なども対象にすることを検討
する。
・災害時の連絡体制の確立とマ
ニュアル化。

●取り組んでの課題
・地域全体での子どもと大人の交
流は次年度の課題
・一般住民の防災訓練の参加率が
低く、意識を高めることが課題

●次年度引継ぎ事項
・防災士の増員を図る
・一般住民の防災意識の啓発に
　つながる活動事業の工夫を行
う・通院のニーズへの対応など、
移動支援の拡充検討
・お助け隊こばやしへの若い世代
の参加を促す、移動支援運転者を
増やす

子どもの健やかな成長を育む

支え合いのしくみづくり

情報発信

庄瀬

声をかけ合
う話し合う
助け合う沢
山の合
（愛）があ
る庄瀬

小林
声かけ合い
心をつなぐ
小林地区

防災・減災の取り組み

組織強化
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既存組織を大切に育て連携
する

既存事業を活発に

送迎を含め誰もが参加でき
る検討

事業者も地区の一員・交流
積極的に

あいさつ運動を実施する

ボランティアや地区活動に
積極参加

行事や活動の情報提供・PR

・R5のまちづくりサポート事業の継続
　コンポストで作った肥料を使った畑での野菜
作りと地域のカレー屋さんを継続し、多世代の
方々が交流する場で地域のことを考える機会を
つくる
・地区社協事業の確実な実施と自治会
  長と民生委員の協力体制で高齢者の
　見守りを継続

・上記事業を通した多様な地域の方と
　のつながりで担い手を育成していく

・防災講座の継続

・地区社協としての防災の取組み検討
発災時の声かけ、日頃の見守りについても検討
する

●取り組んでの課題
・見守りについて。
外に出てこない人の状況確認。
・認知症の理解について。
集まる機会に地域包括支援セン
ターに来てもらう。困ったとき
相談できるような顔つなぎの機会
づくり。
・障がい者支援について。地域の
どこに住んでおられるか等、情報
共有が課題
●新たな課題
・男性の介護参加について。
・災害時の連絡体制や自治会長等
が自分たちの地域を見守る仕組み
づくりができるといい
●次年度引継ぎ事項
・介護サービスについて学ぶ機会
や介護者同士の思いを共有できる
場づくり
・災害時避難所の物品がどこに何
があるのか把握できるような一覧
等の作成
・多世代交流事業の継続

・小中学校実施の避難訓練に、地
域も一緒に何かできると良い。
・アクションプランや事業の実施
について、役員のみが会議等に参
加しているため、事務局にも参加
してもらい地区の活動について共
有していく必要がある。
・多世代交流では初めての取り組
みということもあり、一部の施設
にしか案内がなかったため、行事
の際は地区内の施設全てに情報提
供できるといい。

災害への取組み

支え合いのしくみづくり

担い手の育成

臼井

「やろって
ば！」笑顔
で
仲良く　臼
井地区

大郷

なじらね
～？と声を
かけあう大
郷地区

●防災関係
・９月：小学校と合同で防災訓練の実施
・小規模多機能うすいやデイサービスう
　すいとの連携について検討していく
・中学生が避難の手助けをできるよう、
　デイうすいが講師となって車いすの介
　助方法を伝える授業を予定している
●支え合い関係
・包括支援センターが認知症講座を中学
　校で開催予定
・ﾌﾛｱｶｰﾘﾝｸﾞを行う多世代交流会と合わ
　せての認知症講座をコミ協で継続開催
●その他
・コミ協事務局の地域の協議の場への参
　加については、共有できるように会議
　録などを供覧するほか、会議出席者が
　事務局と共有の時間を取るなど工夫し
　ていく
・人口減少等の地域課題については、子
　どもや若い世代、女性など多様な方々
　の意見を取り入れながらできることか
　ら取り組んでいけると良い

交流・仲間づ
くりができる
集まる場があ
る地区

ボランティアや
地区活動を理解
し関心をもてる
地区
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・認知症について学習会を継続実施

・コミュニティカフェわしのきを中心とし
た多世代交流の機会を創出する

・防災訓練の実施と防災講座の開催

・ひきこもりの方々など、地域にいる多様
な人材が活躍できる場づくりを検討する

・地区社協の地域の茶の間への支援継続
・地区社協の見守り事業継続
・敬老会お誘い訪問による把握継続
・地域の茶の間交流会実施検討

・小学生引き渡し訓練日に防災訓練を
  同日開催し、正しい防災知識の啓発
 を行う

・「あやめ祭り」の継続と多世代交流
 の工夫により、若い世代の地域活動へ
 の参加を促す

・根岸小学校福祉教育で障がい者や高
  齢者の理解を深める

・自治会ごとの活動で互いに見守り合
 う地域づくりを目指す

●取り組んでの課題
・世代間交流会では活動日や地域
での農繁期等を考慮すると参加者
が固定され、参加人数も限られる
・敬老会の開催有無を自治会ごと
の判断にしたため、地区社協の祝
い品の対応に苦慮した

●次年度引継ぎ事項
・次年度以降も世代間交流等地域
交流を継続、参加者で喜びを共
有、地域の繋がりを深める
・配食サービスの見守り活動や情
報交換会を通じて地域の状況を把
握して認知症講座開催など、地域
活動に取り組んでいく
・災害を想定した実践的な訓練を
重ね、自治会や地域全体で連携し
て取り組む

●取り組んでの課題
・元旦の地震から、防災への正し
い知識を一般住民へ伝えることが
必要と分かった
・コロナ禍で活動が途切れたこと
もあり、新たに復活させるために
は外部の力を借りたり、改めて自
治会が声かけをしたりといった工
夫が必要であることが分かった
●次年度引継ぎ
・一般住民の方々への正しい防災
知識の啓発
・自治会長へのアクションプラン
の説明会が令和５年度実施でき
ず。次年度は実施する
・２層圏域茶の間交流会を根岸の
茶の間に参加呼びかけ
・根岸小の認知症の福祉教育を
　継続

支え合いのしくみづくり

安心・安全な地域づくりの推進

人材育成・人材確保

若い世代の参画・交流できる場の推進

防災・減災への取組み

根岸
楽しく暮ら
せる住みよ
い根岸

支え合いのしくみづくり

安心・安全な地域づくりの推進

人材育成・人材確保

交流の機会の創出

鷲巻

全員集合！
鷲巻地区
～笑顔の和
をひろげよ
う～

防災・減災の取り組み
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・多様な住民が少しずつでも関われるよう
工夫する

・子ども食堂等の地域の団体を通じた地域
活動への参加推進

しつつ、移
動支援等新たなニーズに対する支援の検討
を行う
ゴミ出し支援については自治会の協力をよびかけ、ゴ
ミ出し支援事業に取り組む自治会が増えるようはたら
きかける

・コミ協の防災活動事業の継続
防災訓練や避難所運営会議などを通した積
極的な取り組みを行う

・地区社協実施事業の継続
・地域で見えづらい課題（ひきこもりや８
０５０世帯など）について、７０歳以上全
戸訪問などの事業等を通じて声かけを行い
ながら把握、支援につなげる努力を続ける

・コミ協だよりでの活動情報発信の工夫
・地域で見えづらい課題（ひきこもりな
ど）をコミ協だよりで取り上げ、発信して
いく

・白根お互いさま支援隊
報告の流れをつくり簡素化するほか、多様
な会員が活動参加できる工夫を行う
・顔の見える関係づくりの継続
・配食サービスの継続や地域の茶の間、助
け合い活動を継続していく

・防災訓練の際などに町内の協力の必要性
や日頃の支え合いの重要性を一般の住民に
伝えていく
・白根南部では月1回防災会議を継続

・お互いさま支援隊の活動員を募集するな
ど、地域の担い手を募集していく
・白根第一中学校の生徒さんのゴミ出し支
援協力の検討を行う

・センターでの多世代交流を推進する

●取り組んでの課題
・コロナ禍で活動を縮小してい
　たため地域活動者が減少、活
　動が復活しても新たな人材に
　地域活動に関心をもって参加
　してもらうことが難しい

●次年度への引継ぎ
①徘徊ネットワークについて、
　自治会長ファイルの中身の
　引き継ぎと共に説明、シス
　テムの理解促進に努める
②思いやりネットでは活動を
　継続しながら地域ニーズに
　合わせた支援メニューの検
　討を続ける
③役員自らが楽しみ、ﾎﾞﾗﾝﾃ
　ｨｱのすそ野を地道に広げる

●取り組んでの課題
白根お互いさま支援隊について
・「南区お互いさま」と相談者・
協力者が重複しているため受付～
支援後の事務処理を分けて実施し
ていく必要あり。
・支援に入っている人が固定化。
多くの人に関わってもらえるよ
う、依頼～コーディネートの流れ
確認の必要あり。
・支援の仕方を検討。必要な場合
には他の制度やサービスの促しを
行う。
●次年度への引き継ぎ
・地震時、自治会長や民生委員で
心配な方への声かけを行った方が
いた。地域住民へ声かけについて
周知する機会が必要。
・次世代の担い手発掘のための仕
掛けづくりについて検討。
・子育て支援について、既存の団
体や活動を活用しての取り組みに
ついて検討する。

支え合いのしくみづくり

防災・減災の取組み

支え合いのしくみづくり

地域活動への住民の参画推進

情報発信

つながりのある地域づくり

白根

広げよう地
域の輪
凧の舞うま
ち
しろね

白根児童センターと地域とのふれあい

担い手の育成

災害への取組み

大通

今つなげよ
う！大通に
安心と思い
やりのネッ
トワーク
を！
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・生活支援サービス「みんなの味方応援
隊」を立上げと実施
・敬老会の開催を通し、参加しない方への
訪問など見守り活動につなげる
・民生委員の見守り活動と連携しながら地
域の心配な人を支援につなげていく

・ひきこもりになる前に、こどもの家から
交流できる機会を地域でつくっていく
例）老人クラブの輪投げ大会に子どもが参
加できるような呼びかけや送迎の準備等々
・家に閉じこもりがちな方が安心して集ま
れるような場も考えていく

・地域の茶の間での子ども達との福祉の学
びの場の開催

・昨年度の地域活動の課題について検討を
継続する場を持ち続ける
例）支え合いのしくみづくり会議等

・みんなの味方応援隊の周知やボランティ
ア募集などを通し、活動をPRしていく

・健康トークショーや地域イベント参加促進で
健康寿命の延伸を目指す
・環境美化活動や配食サービスでボランティア
活動の活発化
・認知症や障がい者への理解を小中学校の福祉
教育などを通して深めていく
・あいさつ、声かけ、見守り活動の継続
・地域の茶の間の支援継続
・便利帳を用いた高齢者の見守り継続
・健康と福祉のつどいで幅広い世代へ啓発

・ひきこもりや困っている人を支える
・民生委員と自治会が連携して情報収集
・緊急キット配布などの各種事業を通し、課題
の把握に努める

・公民館活動やコミュニティ講演会、茶の間で
の世代間交流を通した体験や交流の機会の創出
・老人会や茶の間参加者、学校保護者へのボラ
ンティア参加の呼びかけ
・伝統芸能の伝承をとおした地域活動の参加促
進

・支え合いのしくみづくり通信の発行
・社協だよりでアクションプランのPR
・SNSや学校HPで地域のことを発信

●取り組んでの課題
・老人会の入会数が減少、後継者
もおらず団体数も９団体から４団
体に減った
・民生児童委員の担い手がおらず
２名欠員の状況が続いている

●新たな課題
・以前に比べ地域住民の関係性の
希薄化が感じられ、子供の数も減
少しており地域の子供会も統合し
ていくような動きも

●次年度引継ぎ事項
・今年度行った地区の様々な活動
の中で出てきた課題や必要な取り
組みを継続的に関係団体や地域の
人と一緒に考えながら行っていく
・今年度から開始された生活支援
サービス「みんなのみかた応援
隊」も走りながら味方地区に合っ
た内容を検討していく
・茶の間に若い世代も参加を促し
コミュニケーションを図れるよう
な取り組みも考えていく

●取り組んでの課題
・定年延長で６０歳を過ぎても働く
人が多く役員の担い手不足。
・人口の減少や核家族化などの背景
から地区で活動している団体役員の
担い手不足や高齢化により茶の間の
解散もある
・イベント参加人数減少、検討必要
●新たな課題
・ふくしと健康のつどいで地元中学
の演奏を行ったが会場への移動が課
題
●次年度引継ぎ事項
・南天の会の新たな配食メニュー検
討
・今年度行った内容の気付きや課題
を検討しながら来年度も引き続き継
続していく
・災害時に地域で必要なことを拾い
支え合いの取り組みで具体案検討

味方

なじらね
ばかい～ね
いきいき
ふれあい
ささえあい
味方地区

月潟

あいさつ
声かけ
思いやり
つながり
ふっとつ
獅子の里

情報発信

地域活動への住民の参画推進

地域共生社会の実現

支え合いのしくみづくり

PR活動

組織強化

地域の中での交流活動の推進

地域共生社会の実現

支え合いのしくみづくり
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